コンシュゴ ニ アラワレル ワカン ノ ケイタイソ ガッカイ ソウセツ 20シュウネン キネン トクシュウ by 白井 清子 & Shirai Kiyoko
［国語国文論集　第20号　学習院女子短期大学国語国文学会　平3・3・20］
混種語に現れる和漢の形態素




































10以上 7 4 7 5 35 20 17
9 2 2 4 4 5
8 2 2 5 6 6 1
7 3 1 5 2 4 9 11
6 6 7 7 7 16 8 15
5 5 4 8 13 27 23 17
4 11 7 14 22 32 38 28
3 18 15 35 32 72 59 59
2 46 28 64 79 161 121 122
1 6 218 194 380 405 499 436 454
計 6 316 260 524 572 856 724 720
混種語数 6 570 409 891 963 1994 1621 1530
平均結合数 1．00 1．80 1．57 1．70 1．68 2．33 2．24 2．10
表2　結合数別漢語形態素
結合数









10以上 6 2 9 13 32 27 17
9 1 5 7 2 9
8 2 3 3 6 3 10
7 6 1 4 5 9 8 5
6 7 2 6 3 12 10 12
5 4 8 10 10 27 15 20
4 9 1 10 15 34 37 25
3 11 14 31 13 63 58 46
2 2 54 38 57 64 124 112 110
1 2 180 192 262 303 561 1458 437
計 4 277 260 393 434 875 730 691
混種語数 6 570 409 891 963 1994 1621 1530
平均結合数 1．50 2．06 1．57 2．27 2．22 2．28 2．22 2．21
表3和。漢形態素の比較









和 3 312 254 419 422 843 695 701　形
ﾌ態
泊f 漢
2 271 245 370 401 859 724 667
和 1．00 1．83 1．61 2．13 2．28 2．37 2．33 2．18聾平






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































合計 4 43 30 74 67 127 102 98
表9　全体をもとにした字数別漢語形態素 下段（）はパーセント















































合計 4 277 269 393 434 875 730 691
◆すべての漢語形態素におけるよりも、結合数の多い形態素に限定したグルー
プの方が漢字一字の率が高い。
◆結合数の多い漢語形態素では漢字一字のものは平安時代以降かなりの高率を
占め、一番低い率でも平安時代の46パーセント、一番高い率の室町時代後期で
は69パーセントにも及ぶ。結合数上位語では時代が下るにつれ一字の比率が高
くなる傾向がある。
◆全漢語形態素では平安～江戸後期のすべての時代において漢字一字の比率は
30パーセント代であり、その比率はほぼ一定しているといってよい。
◆漢語形態素の絶対的な量が増える室町時代後期から江戸時代後期にかけても、
表9の示すように漢字一字の比率が下がっていないことは、漢字一字の絶対的
な量そのものが増えていることにほかならない。その漢字一字の形態素には結
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合数の多いものが多く、同時に非独立型のものが多い。従って、そのことは混
種語だけでなく広く和製の漢語に関しても造語しやすくなっていることが推測
される。
　その他室町時代後期から「気（き）」が江戸時代前期から「性（しゃう）」が出
てきて、人間の内面のとらえ方に変化が見られること、「～のような」の意味を
表す接尾辞的な漢語形態素が「～様」「～体」「～式」「～流」「～風」と変化し
ていること等、細かく検討すれば興味深いことが多々あるが今は紙数の余裕が
ないので和・漢両形態素の大きな特徴を指摘するにとどめておく。
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